
私たちは、「統合報告書」が社内外のステークホルダー間の理解を高め、企業価値を向上する重要な手段と考えます。
■ 統合報告書は、中長期視点の投資家に向けて、企業が社会と共生することで持続的成長を実現するプロセス、 すなわち「価値創造ストーリー」を

伝えるレポートです。
■「統合」の意味は、「財務情報」と「ESG情報」の統合とともに、企業が社外に発信する経営戦略のメッセージを統合することで、社内外の共通言語

を創りだすことだと私たちは考えます。
■ 中長期成長に必要な「ESG情報」を重視した、ESG投資の世界的な高まりにより、ESG情報開示の手段としての統合報告書は、企業にとっても投

資家にとってもますます重要となっています。
■ 私たちデロイト トーマツ グループは、インベストメントチェーンの専門家として、投資家や従業員に「読んでいただける」統合報告書作成に向け

て、企画面でのアドバイスを提供します。

統合報告アドバイザリーサービス
～「企業と投資家との対話」に不可欠なツールとして～

デロイト トーマツ グループは、保有するグローバル・ネットワークを活かし、国内外の最新の関連制度の動向や、 他社先行事例などの情報に迅速にア
クセス可能です。そして、貴社との対話により、貴社が「財務情報」と「ESG 情報」を有機的に結合し、「経営戦略ストーリー」を紡ぎあげるために必要な
下記のアドバイスを提供します。

統合報告書作成に対するアドバイス

■ 社内勉強会
■ 現状開示分析
■ 同業他社、および先行企

業開示分析
■ 統合報告書に関する課題

の洗い出し
■ ESG情報の洗い出し

■ 価値創造プロセス （含む
ビジネスモデル）の可視化

■ 全体コンセプト、価値創
造ストーリーの構築

■ 掲載ESG情報の選定と、
事業戦略との結合

■ 冊子全体構成案、主要
ページの構成案、主要な
図案へのアドバイス

■ 経営者、社外取締役への
インタビュー

■ 報告書に掲載する、財務・
非財務KPI選定

■ 冊子原稿案のレビュー
およびアドバイス

デロイト トーマツ グループの強み

▲

▲

▲

▲

Deloitte UK、Deloitte NetherlandがIIRC
のPilot Programに参加し、統合報告の実
践に取り組むなど、最先端のグローバル知
見を有しており、グローバル開示を意識し
たアドバイスが可能です

グローバル・ネットワークの情報活用

資本市場の知見が豊富な、投資家・アナリス
ト業務経験者が、投資家目線で読み手のニー
ズを踏まえた報告書作成をアドバイスします

投資家視点のアドバイス

統合報告、ESG・サステナビリティ、
コーポレートガバナンス、戦略コンサ
ルタントによる、ワンストップサービス
の提供が可能です

専門家による
ワンストップサービス

統合報告書作成の実務経験に基づき、机上の
空論でない貴社の「現実解」を踏まえたアドバ
イスを行います

豊富な制作実務経験

Step 2
全体コンセプト・

価値創造ストーリー構築

Step 1
現状分析

Step 3
冊子全体構成、
主要コンテンツ

Step 4
冊子原稿案



※トーマツが監査を行っているクライアントにつきましては、独立性の観点からご提供できないサービスがございます。詳細はお問合せください。

統合報告書作成プロセスで判明した、経営戦略やESG要素の課題について、社内外にフィードバックし改善を図るPDCAサイクル、すなわち統合報告
活動が必要と考え、3年計画に基づく統合報告書作成への取り組みをおすすめします。

統合報告活動のロードマップ

■ 貴社の「らしさ」「強み」を対話
により表現

■ 価値創造ストーリーの中核を
なす、価値創造プロセス（含む
ビジネスモデル）を可視化

■ 統 合 報 告 書に盛り込むべき
ESG情報の洗い出し

価値創造ストーリーの
構築取り組み

■ 社内外フィードバックに基づく、
価値創造プロセスの改善：「ビ
ジネスモデル」、「貴社らしさ」、

「強み」

■ 財務情報とESG情報との結合
性の見直し

■ 価値創造ストーリーの改善

価値創造ストーリーの
見直し

■ 価値創造ストーリーの 完成・定着

■ 財務情報とESG情報との結合
性のさらなる改善

■ 企業戦略報告書、ならびにコー
ポレート・ブランド報告書への
進化

■ 価値創造ストーリーの構築を通
じて判明した経営課題の整理 

■ タスクフォースメンバーへの統
合思考の浸透

■ 投資家など社外とのコミュニ
ケーション

■ 経営者、従業員など社内とのコ
ミュニケーション

■ 見直された価値創造ストーリー
に基づく、統合思考の改善

■ 社内外ステークホルダーとの
コミュニケーション

■ 社内全体への統合思考の浸透

■ 統合報告書の活用による、貴社と
ステークホルダーとの建設的な
対話の実現

■ 社内外ステークホルダーの意見
を経営戦略に反映

■ 統合報告作成プロセスを活用
した、経営課題解決の取り組み
の深耕

あるべき統合報告書の姿

統合思考
の醸成

統合報告書
企画

アドバイス

統合報告書
1年目

統合報告書
2年目

統合報告書
3年目
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